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専門解説

ていねいにケアしよう

日本企業はバブル崩壊以降の苦悩の中で，

成果主義人事制度を導入し，様々な経営革新

の核にしようとした。ここ10年くらいの間に，

ほとんどの企業が人事制度を革新し，何らか

の形で成果主義を導入してきたと言ってよい。

しかし，近年，その成果主義の弊害が様々な

ところから指摘されるようになり，成果主義

そのもののあり方が根本的に問われるように

なってきた。

しかし，日本企業が好むと好まざるとにか

かわらず，グローバル競争の中で生きていか

ざるを得ないことは否定しようのないことで

ある。我々は，グローバル競争の中で，たく

ましく事業を展開しようと考えるならば，成

果主義という発想を何らかの形で取り入れて

人事マネジメントをしていかなければならな

いことを疑うべきではない。

それは，次の 3 点の考え方を否定するわけ

にはいかないからである。

①全社の業績の変動に合わせて，総人件費が

コントロールされるべきである。

②社員は，もっと仕事の成果を意識し，成果

を出すことにこだわって仕事を進めてほし

い。

③成果を出した者と出さなかった者とは，何

らかの処遇上の格差をつけるべきである。

ていねいにケアしよう

第１条：会社方針について経営幹部の思いと責任感を発信せよ！

第２条：目標設定についてのコーチングを組織的に尽くせ！

第３条：目標未達ならば処遇にどう響くかの事前理解を得よ！

第４条：目標達成活動に対して組織的な支援を惜しむな！

第５条：評価結果のフィードバックとコーチングを怠るな！

第６条：職場の信頼感を醸成せよ！

第７条：仕事のプロフェッショナリズムを形成せよ！

第８条：プロ人材の教育とキャリアをデザインせよ！

しっかり運用していこう

構　成
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